
 
 

令和８年７月 30 日   

尾道海上保安部   

           

 海事関係者 各位 

 

  尾道糸崎港内における航泊禁止について（お知らせ） 

  

三原市貝野岸壁前面海域において、花火大会が行われるため、下記のとおり船舶の航泊を

禁止しますので、お知らせいたします。 
※花火大会関係船舶等、尾道糸崎港長が許可した船舶を除く。 

 

１ 期 間 

  令和８年８月９日（日） 

午後７時 30 分から午後８時 40 分まで（花火打上終了まで）の間 

   

２ 区 域 

  次のイ～ハ、ニ～ホの地点を結んだ線及び陸岸により囲まれた海域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 標 識 

  ロ地点に灯浮標（黄色４秒１閃光、光達距離４．５km）、イ地点、イ～ロ及びロ～ハの

各中間地点に補助灯浮標（黄色点滅灯、光達距離４.０km）を設置。 

  ハ～ホの３地点に投光器を設置。 

 

４ その他 

  花火大会観覧時と観覧後の事故に注意（別添のリーフレット参照） 



● 出港前に・・・
気象・海象情報、旅客船の航路、航泊禁止区域、浅瀬、漁具

防波堤、航路標識の場所などを事前に確認しておきましょう。
● 観覧時は・・・

周囲の船舶の動静注意し自船の位置を確認しましょう。
操船者の飲酒は厳禁です。

● 終了後は・・・

観覧していた多くの船が一斉に帰り始めるので大変危険です。
まずは、周囲の安全を十分に確認のうえ、安全な速力と
厳重な見張りを実施し帰港しましょう。

花火大会時の事故事例（29年７月発生）

例年、観覧船の事故が発生しています！！

特に「見張り不十分」による「衝突・乗揚げ」が
観覧終了後の「帰港中」に多く発生しています。

お問い合わせ
〒722-0002 広島県尾道市古浜町27-13
（電話番号）0848-22-2109 海の安全情報 検索

花火大会観覧時と
観覧後の事故に注意！

花火大会観覧時の「重点注意事項」

尾道海上保安部交通課

花火大会観覧後の帰港中に、夜間航行の経験が浅

い小型船舶船長がブイを誤認して防波堤に衝突し、

乗船していた10名全員が負傷しました。

・顔面切創・口唇挫創・歯牙破損で全治３ヶ月

・両肩打撲・上唇切創・歯牙破損で全治４ヶ月

・右頭部切創（6針）で全治１ヶ月 など （※この写真は左記事例とは直接関係ありません）

夜間の航行は、昼間と比べ危険性が増します。
いつも以上に注意してください！！

別 添


